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＜目的＞

地域連携活動のねらい

地域にとってのメリット

対象者にとってのメリット

＜成果＞

連携した結果に対する意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 オンリーＯｎｅま心

住　所 長崎県佐世保市江迎町乱橋５７０－１

電話番号 0956　73-1556

4210201226

松山恵子

令和4年度

連携先企業名
介護事業所、地域包括支援センター、高等学校（特別支援学校含む）、病

院、一般企業等
担当者名 川下康彦

・高齢者が自宅から施設に入所されるため、次の顧客を取れるように介護事業所及び地域包括支援センターと密に連携を図らなければならない。

昼食宅配サービス・高齢者へ安否確認による夕食宅配

県北一帯（松浦市・平戸市一部・佐々町・旧北松

佐世保市北部の一部）

月曜日から土曜日（定休日　日曜日）

（昼食）企業・福祉施設事業所・病院・高等学校等１日平均６５件１１５食 下処理　　　　　　　　　弁当盛付け

実施した結果

得られた評価

宅配を開始し９年目が過ぎようとしています。宅配を開始した

企業や高等学校、病院等以前から注文されるお客様が殆どで注

文は途切れることなく作業が常時行われた。

課題点

コロナ感染終息の目途が経たず、いまだに立入制限がかかり施

設や企業もあることから注文の見通しが見えない。　４月～１

０月までの期間減食傾向にあった。また高齢者の方は介護施設

へ入所されることから、中止される方が増えてきたままた、昨

年４月より食材費等の値上げを受け事業支出が膨大に膨らんだ

ため、今後の検討課題であります。

（夕食）高齢者へ安否確認による宅配サービス　　１日平均３７件　３７食

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従業員１０名

高齢者へ安否確認による宅配業務を行うことで、各

介護事業所及び地域包括支援センター及び家族等と

連絡、共有を図っている。

安否確認を欠かさず行うため、高齢者やその家族か

らお礼の電話があり大変喜ばれています。

夕食宅配において、食事を作れない高齢者が殆ど

で、大雨（台風）や大雪においても必ず提供できる

体制を図ったこと。

宅配準備 安否確認による手渡し

・従業員の皆様は自分が出来る作業を行っています。

・厨房内においては調理補助、配達においては配達補助で従業員が主体と

なって業務を行っています。

・希望する高齢者へのご家族様とは連絡は密に行い宅配を行って参りました。

今後の連携強化に向けた課題

・新型コロナウイルスの終息の目途が経たず、注文が伸び悩んでいることで、営業活動に支障を来すことがある。

連携先の企業等の意見または評価

様式１


